
そ
の
原
文
は
、
外
国
公
使
の
報
告
な
ど
に
一
部
付
収
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の

は
な
い
。
た
だ
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
タ
イ
ム
ズ
』
の
相
当
の

部
分
が
国
立
国
会
図
書
館
に
存
在
し
て
お
り
、
『
メ
ー

ル
』
は
、
諸
所
に
散
在
し
て
い
る
の
を
ま
と
め
る
と
、

そ
の
大
部
分
が
そ
ろ
う
と
思
う
。

　
日
本
字
の
新
聞
と
し
て
は
、
ま
ず
わ
が
国
最
初
の
日

刊
紙
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
（
の
も
『
東
京
横
浜
毎
日
新

聞
』
と
改
称
）
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ

か
横
浜
関
係
の
記
事
が
多
い
新
聞
に
は
、
『
東
京
日
々

新
聞
』
『
時
事
新
報
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
聞
紙
は

公
文
書
が
存
在
し
て
い
な
い
状
態
の
も
と
で
そ
の
欠
を

②
明
治
期
横
浜
の
貿
易
と
そ
の
資
料

山
口
和
雄
〈
創
価
大
学
教
授
・
横
浜
市
史
編
集
委
員
〉

一

貿
易
額
と
輸
出
入
品

　
関
港
以
降
明
治
期
を
通
じ
て
、
横
浜
が
輝
し
い
発
展

を
と
げ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
横
浜
が
わ
が
国

の
主
要
貿
易
港
と
し
て
さ
か
ん
に
輸
出
入
を
行
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
ん
ど
、
横
浜
に
「
開
港
資
料
館
」
が
で

き
て
も
、
そ
こ
に
蒐
集
さ
れ
、
展
示
さ
れ
資
料
の
中
核

を
な
す
の
は
、
貿
易
関
係
資
料
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
外
国
貿
易
か
ら
み
た
明
治
期
の

横
浜
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
を
若
干

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
横
浜
は
、
明
治
前
期
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
最
大
の

貿
易
港
で
、
同
港
の
輸
出
額
は
全
輸
出
額
の
六
〇
％
な

い
し
七
〇
％
を
占
め
、
輸
入
額
も
五
〇
％
な
い
し
七
〇

％
を
占
め
て
い
た
。
明
治
後
期
に
入
っ
て
も
、
同
港
の

貿
易
額
は
増
進
を
つ
づ
け
た
が
、
そ
の
比
重
は
低
下
し
、

輸
出
額
で
は
四
五
％
内
外
を
、
輸
入
額
で
は
二
五
％
内

外
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
輸
出

で
は
い
ぜ
ん
第
一
位
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
輸
入

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と
に
『
横
浜
毎
日
新
聞
』

は
、
地
元
の
新
聞
紙
と
し
て
横
浜
関
係
の
記
事
が
最
も

多
く
、
私
も
か
つ
て
『
市
史
』
第
三
巻
下
第
三
編
第
一

章
・
第
二
章
を
起
草
す
る
に
さ
い
し
て
、
同
紙
に
依
拠

す
る
こ
と
が
は
な
は
だ
大
き
か
っ
た
。

貿
易
額
と
輸
出
入
品

外
商

売
込
商

引
取
商

日
本
直
輸
出
入
商

で
は
明
治
二
十
六
年
頃
か
ら
第
一
位
を
神
戸
港
に
奪
わ

れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
神
戸
港
が
こ
の
よ
う
な
発
達

を
と
げ
た
の
は
、
明
治
後
期
に
綿
糸
紡
績
業
、
綿
織
物

業
等
が
大
阪
を
中
心
に
発
達
し
、
そ
の
た
め
神
戸
港
が

綿
輸
入
、
綿
糸
布
輸
出
の
中
心
港
と
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　
横
浜
港
の
主
要
輸
出
品
は
、
明
治
前
期
に
は
、
生
糸

を
筆
頭
に
茶
・
銅
・
海
産
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
初
年
に

は
、
蚕
卵
紙
も
多
く
輸
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ま
も
な

く
減
少
し
た
。
後
期
に
は
、
茶
に
代
っ
て
羽
二
重
・
絹
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ハ
ン
カ
チ
ー
フ
な
ど
の
絹
物
の
輸
出
が
伸
び
て
第
二
の

輸
出
品
と
な
り
、
雑
貨
の
輸
出
も
増
大
し
た
。
生
糸
は
。

最
初
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ

た
が
、
明
治
十
七
年
前
後
か
ら
お
も
に
ア
メ
リ
カ
に
輸

出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
茶
も
、
も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ

に
、
羽
二
重
な
ど
の
絹
物
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
ア

メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
、
銅
は
お
も
に
イ
ギ
リ
ス
・
中

国
に
、
乾
鮑
・
す
る
め
・
昆
布
な
ど
の
海
産
物
は
中
国

に
輸
出
さ
れ
た
。

f
r
o
m
　
H
e
r
　
M
a
j
e
s
t
y
'
s
　
C
o
n
s
u
l
　
i
n
　
J
a
p
a
n
"
の
方
が

正
確
と
み
ら
れ
て
い
る
。
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
　
K
e
p
o
r
t
s
は
、

英
領
事
が
本
国
へ
日
本
の
商
業
状
態
を
報
告
す
る
に
際

し
、
開
港
場
所
在
の
外
国
人
商
業
会
議
所
作
成
の
統
計

に
よ
り
、
或
は
外
字
新
聞
所
載
の
推
定
額
を
実
際
に
近

い
値
と
し
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
原

本
を
入
手
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
複
写
を
手
に
入

れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

外
商

　
主
要
輸
入
品
は
、
明
治
前
期
に
は
綿
織
物
・
綿
糸
・

毛
織
物
・
砂
糖
・
鉄
な
ど
で
、
綿
織
物
・
毛
織
物
は
お

も
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
綿
糸
は
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
か

ら
、
砂
糖
は
香
港
・
蘭
印
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
、

鉄
類
は
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ

れ
た
。
そ
れ
が
、
日
露
戦
争
頃
ま
で
に
は
、
綿
糸
を
は

じ
め
砂
糖
・
綿
織
物
・
毛
織
物
の
輸
入
が
い
ち
じ
る
し

く
減
少
し
、
鉄
類
・
機
械
類
・
綿
・
羊
毛
な
ど
の
輸
入

が
増
大
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
国
内
の

諸
工
業
、
こ
と
に
綿
糸
紡
績
業
・
綿
織
物
業
・
毛
織
物

業
や
台
湾
を
中
心
と
す
る
製
糖
業
が
い
ち
じ
る
し
く
発

達
し
た
が
た
め
で
あ
る
。

　
日
本
、
し
た
が
っ
て
横
浜
の
貿
易
統
計
と
し
て
は
、

明
治
十
五
年
か
ら
毎
年
政
府
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
『
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
が
最
も
詳
細
で
、
信
頼
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
十
五
年
以
前
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
の
統
計
よ
り
も
英
国
の
“
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
　
R
e
p
o
r
t
s

　
今
日
と
ち
が
っ
て
、
明
治
期
こ
と
に
明
治
三
十
年
代

頃
ま
で
は
わ
が
国
貿
易
は
輸
出
入
と
も
そ
の
多
く
が
外

国
商
人
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
た
。
次
の
第
一
表
に
よ
れ

ば
。
明
治
二
十
年
代
に
は
輸
出
入
額
の
八
〇
％
内
外
が
、

三
十
年
代
で
も
六
〇
％
な
い
し
七
〇
％
が
外
商
の
取
扱

う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
横
浜
港
で
、
外
商
と
内
商
の
取

扱
高
が
逆
転
す
る
の
は
、
第
二
表
か
ら
推
察
す
る
と
、

明
治
末
か
大
正
初
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な

お
、
当
時
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
横
浜
貿
易
新
報
』
も
、

明
治
期
横
浜
の
貿
易
そ
の
他
を
み
る
上
で
、
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

　
横
浜
の
外
商
は
、
明
治
二
十
二
年
一
月
刊
行
の
高
橋

桂
三
郎
編
『
麟
銀
行
会
社
役
員
及
商
館
商
店
人
員
録
』

に
よ
れ
ば
、
総
数
一
二
七
軒
、
ま
た
、
三
十
一
年
十
二

月
刊
行
の
『
横
浜
姓
名
録
』
に
よ
る
も
、
一
三
〇
軒
余

表―1　わが国貿易額中内外商取扱比率（％）で
あ
っ
た
。
二
十

一
年
の
場
合
は
、

国
籍
が
わ
か
る
の

で
、
そ
れ
を
示
す

と
第
三
表
の
と
お

表― 3　外商国別表

　　　　　明治2i年)

表－1　横浜港輸出入額中内外商取扱比率(％)

り
で
、
英
商
が
全
体
の
三
二
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、

そ
れ
に
清
商
・
米
商
・
独
商
・
仏
商
・
ス
イ
ス
商
が
つ

づ
い
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
外
商
の
多
く
は
居
留
地
に
店
舗
を
構
え
て

い
た
。
そ
の
う
ち
、
最
も
古
く
か
ら
店
を
開
き
、
規
模

も
大
き
か
っ
た
の
は
、
英
一
番
館
と
い
わ
れ
た
ジ
ャ
ー

デ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
J
a
r
d
i
n
　
M
a
t
h
e
s
o
n
　
&
C
o
･
横

浜
支
店
で
あ
る
。
同
店
は
輸
入
品
と
し
て
は
織
物
・
綿

糸
・
砂
糖
・
鉄
・
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
、
輸
出
品
と
し
て

は
生
糸
・
屑
物
・
茶
・
銅
・
雑
貨
な
ど
を
取
扱
い
、
神
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戸
や
長
崎
に
も
店
を
も
ち
、
貿
易
の
ほ
か
、
保
険
・
海

運
業
務
を
も
兼
営
し
て
い
た
。
な
お
、
当
時
の
ジ
ャ
ー

デ
ン
ー
マ
セ
ソ
ソ
の
尨
大
な
資
料
は
、
現
在
、
英
国
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
わ

が
国
の
学
者
で
そ
れ
を
閲
覧
し
、
研
究
す
る
も
の
も
現

わ
れ
て
き
た
の
で
、
同
商
会
の
取
扱
っ
た
わ
が
国
貿
易

の
状
況
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
う
。
米
二

番
館
の
米
商
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
商
会
W
a
l
s
h
　
H
a
l
l

C
ｏ
・
も
古
く
か
ら
の
商
館
で
、
輸
入
品
と
し
て
は
、
織

物
・
雑
品
類
を
、
輸
出
品
と
し
て
は
、
茶
・
ハ
ン
カ
チ

ー
フ
・
麦
稗
真
田
・
雑
貨
な
ど
を
取
扱
っ
た
。

　
最
大
の
輸
出
品
た
る
生
糸
を
最
も
多
く
取
扱
っ
た
外

商
は
、
甲
九
十
番
館
と
い
わ
れ
た
ス
イ
ス
商
シ
ー
ベ
ル

ー
ブ
レ
ソ
ワ
ル
ド
商
会
S
i
b
e
r
　
B
r
e
n
w
a
l
d
　
&
　
C
o
.
（
後

の
シ
ー
ベ
ル
ー
ウ
ォ
ル
フ
商
会
S
i
b
e
r
　
W
a
l
f
　
&
　
C
o
.
）

で
、
外
商
に
よ
る
横
浜
生
糸
輸
出
高
の
二
〇
％
内
外
を

売
込
商

取
扱
っ
て
い
た
。
同
商
会
に
つ
い
で
生
糸
を
多
く
輸
出

し
た
外
商
は
、
ス
イ
ス
商
Ｈ
・
ジ
ー
ベ
ル
商
会
、
英
商

ジ
ャ
ム
ア
ソ
ー
マ
セ
ソ
ソ
商
会
、
米
商
ユ
ー
リ
ス
ー
ピ

ラ
商
会
U
l
y
s
s
e
　
P
i
l
l
a
　
&
　
C
o
.
な
ど
。
茶
を
多
く
輸

出
し
た
外
国
商
館
は
、
英
商
モ
リ
ア
ソ
ー
ハ
イ
マ
ソ
商

会
M
o
u
r
i
y
a
n
　
H
e
i
m
a
n
n
　
&
　
C
o
.
、
米
商
ス
ミ
ス
・

ベ
ー
カ
ー
商
会
E
.
　
K
.
　
S
m
i
t
h
、
英
商
ハ
ン
ト
商
会
Ｈ
.

J
.
H
u
n
t
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
羽
二
重
は
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
輸
出
が
さ
か
ん
に

な
り
、
お
も
に
そ
の
輸
出
を
担
当
す
る
外
商
も
出
現
し

　
地
方
荷
主
の
依
頼
を
受
け
て
、
製
品
を
外
商
（
ま
た

は
日
本
直
輸
出
商
）
に
売
込
む
商
人
を
売
込
商
ま
た
は

売
込
問
屋
と
呼
ん
だ
。
荷
主
と
売
込
商
と
の
間
は
、
一

定
の
口
銭
に
よ
る
委
託
販
売
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
売

込
商
が
買
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
売
込
商
が
荷

主
に
前
貸
金
を
貸
与
し
て
荷
物
を
独
占
的
に
集
荷
す
る

方
法
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
く
に
、
生
糸
売
込
商

の
場
合
は
、
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
こ
う
し
た
方
法
を

と
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
場
合
は
、
口
銭
と
前

貸
金
の
利
子
と
が
売
込
商
の
収
得
と
た
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

　
生
糸
売
込
商
　
最
大
の
輸
出
品
が
生
糸
だ
っ
た
の
で
。

売
込
商
の
う
ち
、
大
商
人
が
多
く
、
最
も
勢
力
の
あ
っ

た
の
は
、
生
糸
売
込
商
で
あ
る
。
生
糸
売
込
商
は
、
横

浜
に
明
治
期
を
通
じ
二
十
数
軒
な
い
し
三
十
数
軒
あ
っ

た
が
、
興
亡
は
げ
し
く
、
明
治
二
年
前
後
か
ら
同
二
十

年
頃
ま
で
続
い
た
の
は
、
原
善
三
郎
・
茂
木
惣
兵
衛
の

二
店
に
す
ぎ
ず
、
二
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
続

い
た
の
は
、
原
・
茂
木
・
小
野
光
景
・
渋
沢
作
太
郎
・

若
尾
幾
造
・
渡
辺
文
七
・
安
西
徳
兵
衛
・
山
田
駒
吉
の

八
店
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
二
十
六
年
以
降
に
な
る
と
、

神
戸
の
神
栄
会
社
横
浜
支
店
が
加
わ
り
、
有
力
生
糸
売

込
商
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
で
も
と
く
に
有
力

だ
っ
た
の
は
、
原
・
茂
木
・
渋
沢
・
小
野
の
四
店
で
、

明
治
二
十
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、
生
糸
売
込
総
高
の

六
、
七
割
は
こ
の
四
店
の
取
扱
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
、
原
・
茂
木
は
二
大
売
込
商
で
、
横
浜
財
界
の

巨
頭
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
茂
木
は
大
正
九
年
恐
慌

の
際
破
産
し
た
。
破
産
の
と
き
、
金
融
機
関
が
調
査
し

た
同
店
の
経
営
資
料
は
若
干
残
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治

期
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。
原
は
原
存
し
て
い
る

が
、
同
家
に
も
当
時
の
経
営
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し

て
い
な
い
。
こ
の
点
は
渋
沢
・
小
野
も
同
様
で
あ
る
が
、

た
だ
渋
沢
商
店
に
つ
い
て
は
、
関
東
大
震
災
以
後
の
経

22
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た
。
米
商
イ
ー
・
テ
ー
・
メ
ー
ソ
ン
商
会
E
.
T
.
　
M
a
s
o
n

&
C
o
.
、
英
商
ス
ト
ロ
ー
ム
商
会
S
t
r
o
m
e
　
&
　
C
o
.
、

米
商
ポ
ー
ラ
ッ
ク
兄
弟
商
会

P
o
l
l
a
k
　
&
　
C
o
.
な
ど
が

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
海
産
物
は
お
も
に
中
国
に
輸
出
し
た
の
で
、
そ
の
輸

出
を
担
当
し
た
の
は
清
商
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
一
年

当
時
は
、
横
浜
に
二
五
軒
ほ
ど
の
清
商
が
お
っ
た
が
、

そ
の
後
減
少
し
て
数
軒
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
永

義
和
・
大
徳
堂
・
順
和
桟
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　
輸
入
で
は
、
織
物
・
綿
糸
・
金
巾
な
ど
の
輸
入
は
、

ジ
ャ
ー
デ
ン
ー
マ
セ
ソ
ン
商
会
を
筆
頭
と
す
る
英
商
が

多
く
取
扱
っ
た
。
英
商
は
こ
の
ほ
か
、
鉄
・
砂
糖
・
毛
布

・
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
輸
入
も
担
当
し
た
。
米
商
は
石
油

・
鉄
・
時
計
・
織
物
な
ど
を
、
ス
イ
ス
商
は
時
計
を
、

ド
イ
ツ
商
は
機
械
・
染
料
な
ど
を
多
く
輸
入
し
た
。

三



営
資
料
が
若
干
存
在
し
、
神
栄
株
式
会
社
の
営
業
報
告

書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
も
と
づ
く
研
究
は
、

　
『
横
浜
市
史
』
補
遺
編
で
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
生
糸
売
込
商
の
経
営
資
料

は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
商
店
で
は
明
治

二
十
七
年
に
『
横
浜
生
糸
貿
易
十
二
年
間
概
況
』
を
、

同
二
十
九
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
は
毎
年
『
横
浜
生
糸

貿
易
概
況
』
を
刊
行
し
、
茂
木
商
店
も
明
治
二
十
一
年

か
ら
『
蚕
糸
統
計
要
覧
』
を
、
同
二
十
五
年
か
ら
は

　
『
蚕
糸
貿
易
要
覧
』
を
毎
年
発
刊
し
、
大
正
七
年
に
及

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
両
商
店
の
内
部
資
料
で
は
な

い
が
、
明
治
期
の
横
浜
生
糸
貿
易
を
研
究
す
る
上
で
貴

重
な
報
告
書
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
入
手
困
難
で
あ
る

の
で
、
そ
の
大
部
分
を
『
横
浜
市
史
』
資
料
編
七
～
十

五
巻
に
収
め
て
お
い
た
。

　
製
茶
売
込
商
　
明
治
前
期
の
製
茶
売
込
商
は
そ
の
数

三
十
数
軒
、
後
期
に
な
る
と
次
第
に
減
少
し
、
四
十
年

に
は
十
三
軒
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
減
少
し
た
の

は
、
茶
の
輸
出
が
次
第
に
減
退
し
た
の
と
、
三
十
九
年

頃
か
ら
製
茶
売
込
商
で
静
岡
ま
た
は
清
水
に
本
拠
を
移

す
も
の
が
ふ
え
た
が
た
め
で
あ
る
。
明
治
期
を
通
じ
、

横
浜
の
代
表
的
な
製
茶
売
込
商
は
、
大
谷
嘉
兵
衛
・
吉

永
仁
蔵
・
岡
野
利
兵
衛
な
ど
で
あ
っ
た
。
大
谷
嘉
兵
衛

に
つ
い
て
は
、
伝
記
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
売
込
商
　
生
糸
・
製
茶
以
外
の
売
込
商
と

し
て
は
、
絹
物
売
込
商
・
海
産
物
売
込
商
・
銅
鉄
売
込

四 雑
貨
売
込
商
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
明
治
二
十
年
代
か

ら
三
十
年
代
に
か
け
五
十
数
軒
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も

興
亡
は
な
は
だ
し
く
、
引
続
き
存
在
し
た
の
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
っ
た
。

引
取
商

並
引
取
商
・
麦
稗
真
田
売
込
商
・
雑
貨
売
込
商
な
ど
が

あ
っ
た
。

　
絹
物
売
込
商
は
、
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
絹
物
、
こ

と
に
羽
二
重
の
輸
出
が
増
大
す
る
に
つ
れ
出
現
し
た
。

小
規
模
で
基
礎
の
薄
弱
な
も
の
が
多
く
、
主
要
な
の
は
、

上
野
元
吉
・
安
田
林
七
郎
・
神
山
喜
一
郎
（
本
店
相
生
）
・

堀
井
辰
次
郎
（
本
店
福
井
）
・
書
上
文
左
衛
門
（
本
店

桐
生
）
　
・
若
林
鱗
三
郎
（
本
店
金
沢
）
　
・
忽
那
惟
次
郎

な
ど
、
数
軒
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
海
産
物
売
込
商
も
明
治
期
を
通
じ
二
十
軒
な
い
し
四

十
軒
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
浮
沈
は
げ
し
く
、
引
続

き
営
業
し
た
の
は
、
渡
辺
福
三
郎
・
岡
野
利
兵
衛
・
辻

孝
助
・
吉
永
仁
蔵
・
安
藤
半
七
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
く

に
、
渡
辺
福
三
郎
は
最
大
の
海
産
物
売
込
商
で
、
か
つ

屈
指
の
資
産
家
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
家
に
は
明
治
期

の
経
営
帳
簿
が
若
干
残
さ
れ
て
い
る
。

　
銅
鉄
売
込
並
引
取
商
だ
け
は
、
売
込
と
引
取
を
兼
ね

る
の
が
普
通
で
、
そ
の
多
く
は
銅
を
売
込
み
、
鉄
を
引

取
る
の
を
業
務
と
し
て
い
た
。
そ
の
数
十
数
軒
な
い
し

二
十
数
軒
で
、
主
た
る
も
の
は
伊
藤
市
五
郎
・
渡
辺
貞

次
郎
・
田
中
利
喜
蔵
・
田
中
茂
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
麦
稗
真
田
売
込
商
が
独
立
し
た
の
も
、
麦
稗
真
田
の

輸
出
が
増
大
し
た
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
で
、
ま
も
な

く
そ
の
数
十
数
軒
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
浮
沈
は

げ
し
く
、
引
続
き
存
在
し
た
の
は
林
善
市
・
米
倉
半
蔵
・

山
口
平
三
郎
・
酒
井
エ
イ
の
四
軒
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
外
商
（
ま
た
は
日
本
直
輸
入
商
）
か
ら
輸
入
品
を
引

取
り
、
そ
れ
を
国
内
各
地
の
問
屋
そ
の
他
に
販
売
す
る

商
人
を
引
取
商
ま
た
は
引
取
問
屋
と
称
し
た
。
明
治
期

横
浜
の
引
取
商
に
は
、
洋
糸
織
物
引
取
商
・
西
洋
小
間

物
引
取
商
・
砂
糖
引
取
商
・
石
油
引
取
商
・
銅
鉄
売
込

並
引
取
商
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
洋
糸
織
物
引
取
商
は
、
明
治
期
を
通
し
十
数
軒
な
い

し
三
十
数
軒
存
在
し
た
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
平
沼
専

蔵
・
薩
摩
治
兵
衛
支
店
・
森
伊
作
・
依
田
弥
助
・
大
浜

忠
三
郎
な
ど
で
あ
っ
た
。
薩
摩
治
兵
衛
は
東
京
の
有
名

な
和
洋
木
綿
商
で
、
そ
の
横
浜
支
店
は
明
治
十
二
年
に

開
設
さ
れ
、
そ
の
後
主
と
し
て
金
巾
の
取
引
に
従
事
し

た
。

　
砂
糖
引
取
商
は
、
明
治
三
十
一
年
の
調
査
で
は
横
浜

に
七
軒
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
砂
糖
の
輸
入
減
少
に

と
も
な
い
少
な
く
な
り
、
四
十
年
に
は
安
部
幸
兵
衛
・

増
田
増
蔵
の
二
店
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
両
店
は
、
砂

糖
ば
か
り
で
な
く
、
石
油
の
引
取
も
兼
営
し
た
。
石
油

引
取
商
は
こ
の
安
部
・
増
田
の
ほ
か
、
な
お
数
軒
あ
っ
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た
。
西
洋
小
間
物
引
取
商
も
か
な
り
存
在
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
安
部
・
増
田
両
店
も
大
正
九
年
恐
慌
の
際
、
大
打
撃

を
う
け
て
休
業
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
休
業
当
時
金
融

機
関
が
調
べ
た
経
営
資
料
が
若
干
存
在
す
る
が
、
明
治

期
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

白
本
直
輸
出
入
商

　
わ
が
直
輸
出
入
商
も
、
明
治
後
期
に
は
次
第
に
そ
の

数
を
増
し
、
取
扱
高
も
増
大
し
た
。
前
掲
第
二
表
に
示

し
た
よ
う
に
、
横
浜
港
で
は
明
治
四
十
年
代
に
は
全
輸

出
入
額
の
四
〇
％
余
は
わ
が
直
輸
出
商
の
取
扱
う
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

　
横
浜
の
直
輸
出
商
と
し
て
は
、
生
糸
直
輸
出
商
が
中

心
で
、
す
で
に
明
治
十
二
、
三
年
頃
か
ら
同
伴
会
社
・

貿
易
商
会
・
イ
ロ
ハ
商
会
・
扶
桑
商
会
な
ど
が
相
つ
い

で
お
こ
り
、
三
井
物
産
会
社
も
こ
の
頃
か
ら
生
糸
直
輸

出
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
、
十
分
の
発
展
を
見
ず
、

十
八
、
九
年
頃
に
な
る
と
、
三
井
物
産
を
は
じ
め
多
く

の
商
社
が
生
糸
直
輸
出
を
中
止
し
、
そ
れ
に
従
事
す
る

の
は
同
伸
会
社
と
貿
易
商
会
だ
け
と
な
っ
た
。
こ
の
両

店
の
営
業
も
、
政
府
か
ら
横
浜
正
金
銀
行
を
通
じ
貸
与

さ
れ
て
い
た
海
外
荷
為
替
資
金
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
次
第
に
困
難
と
な
っ
た
。
か
く
て
、
貿
易

商
会
は
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
業
務
不
振
と
な
り
、

二
十
六
年
に
は
新
た
に
設
立
し
た
横
浜
生
糸
合
名
会
社

が
こ
れ
に
代
り
、
同
伸
会
社
も
二
十
二
年
頃
か
ら
衰
え

出
し
た
。
そ
の
後
も
生
糸
の
直
輸
出
は
あ
ま
り
伸
び
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
が
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年

に
か
け
急
速
に
発
展
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ

の
頃
に
な
る
と
、
三
井
物
産
が
積
極
策
を
講
じ
て
生
糸

直
輸
出
の
拡
張
を
は
か
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
横
浜
生
糸
合
名
会
社
の
輸
出
も
伸
び
、
明

治
三
十
三
年
頃
か
ら
は
原
商
店
も
生
糸
輸
出
部
を
設

け
、
生
糸
の
直
輸
出
を
行
う
に
い
た
っ
た
。
か
く
て
、

明
治
四
十
五
年
に
は
、
生
糸
輸
出
に
お
い
て
は
、
内
商

の
取
扱
高
が
外
商
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
五
三
％
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
生
糸
直
輸
出
商
も
外
商
と

同
様
、
大
部
分
の
荷
物
を
売
込
商
を
介
し
て
買
取
り
、

そ
れ
を
輸
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
製
茶
直
輸
出
商
も
、
明
治
前
期
に
は
横
浜
に
Ｉ
、
二

軒
存
在
し
た
が
、
そ
の
後
、
茶
貿
易
の
不
振
に
と
も
な

い
、
横
浜
に
代
っ
て
清
水
平
静
岡
に
出
現
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
明
治
三
十
年
代
以
降
横
浜
の

主
要
輸
出
品
に
な
っ
た
絹
物
の
場
合
は
、
十
軒
内
外
の

直
輸
出
商
が
出
現
し
た
。
そ
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
茂

木
商
店
輸
出
部
・
三
井
物
産
・
高
島
屋
・
堀
越
商
会
な

ど
で
、
こ
れ
ら
の
商
店
が
中
心
と
な
っ
て
、
絹
物
で
も
、

お
そ
く
と
も
大
正
初
年
に
は
、
内
商
取
扱
高
が
外
商
の

そ
れ
に
対
し
優
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。

　
直
輸
入
商
に
つ
い
て
は
、
直
輸
出
商
よ
り
も
さ
ら
に

明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
四
十
三
年
刊
森
田
忠
吉
編
『
横

浜
成
功
名
誉
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
横
浜
直
輸
入
商
に
は
米

穀
肥
料
輸
入
商
・
砂
糖
石
油
輸
入
商
・
鉄
機
械
類
輸
入

商
・
洋
織
物
輸
入
商
・
西
洋
小
間
物
及
雑
貨
輸
入
商
・

皮
革
輸
入
商
・
薬
品
染
料
輸
入
商
な
ど
か
お
り
、
各
商

と
も
、
そ
の
数
少
な
く
て
二
、
三
軒
、
多
い
の
は
十
軒

余
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
三
井
物
産
の
よ
う
に
直
輸
出
と

直
輸
入
を
兼
営
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
以
上
の
わ
が
直
輸
出
入
商
の
経
営
資
料
も
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
。
横
浜
生
糸
合
名
会
社
の
資
料
は
、
大

正
十
年
代
の
も
の
が
多
少
存
在
す
る
が
、
明
治
期
の
も

の
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

三
井
物
産
の
資
料
は
三
井
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
中

に
は
明
治
期
の
も
の
も
か
な
り
存
在
す
る
。
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